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すべての人にスポーツの楽しさを 

笹川スポーツ財団（SSF）は“スポーツ・フォー・エブリワン”を推進している公益財団法人です。 
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公益財団法人 笹川スポーツ財団 

 

戦後の「復興」に大きな役割を果たしたスポーツ 

1964 年オリンピック東京大会組織委員会人事課長 
野村 鋠市 氏 

スペシャルインタビュー 公開 
 

「スポーツ・フォー・エブリワン」を推進する、笹川スポーツ財団（所在地：東京都港区 理事長：

渡邉一利 以下：SSF）では、スポーツの価値や意義を検証し、あるべきスポーツの未来について考え

る機会として、日本のスポーツの歴史を築かれた方々へのインタビュー記事「スポーツ歴史の検証」

（http://www.ssf.or.jp/history/tabid/811/Default.aspx）を連載しています。 
今回ご登場いただくのは、元東京都副知事（1979～83 年）で、1964 年東京オリンピック大会開催時には

東京都からオリンピック東京大会組織委員会に出向し、人事課長を務めた野村鋠市さんです。 
野村さんが東京都職員になった 1951 年当時は、戦後 6 年。東京都は大空襲で焼野原になっていたところから復興

の道を歩んでいた時でした。その道のりは「言葉では言い表せないほど大変な」ものでしたが、スポーツで活躍する

日本人の姿は国民を元気づけ、またオリンピックを契機にスポーツへの関心も高まったといいます。 
野村さんには、当時の組織委員会での業務内容、戦後の復興にスポーツが果たした役割や、2020年東京大会に期待

すること、1964年当時との違いなどについてお話しいただきました。 

野村 鋠市（のむら しんいち）氏 

1951年に東京大学法学部を卒業後、東京都職員に。63年にオリンピック東京大会組織委員会に出向し、人事課長を務

めた。その後、79年から83年まで東京都副知事を務め、86年に首都高速道路公団副理事長、95年に東京都人事委員

会委員長、99年に東京市政調査会理事長を歴任。 

 

インタビュアー 佐塚 元章（さづか もとあき）氏 
元 NHK チーフアナウンサー。現在はラジオアナウンサーなどを務める。1992 年バルセロナオリンピ
ックの開会式、岩崎恭子の最年少金メダル獲得（水泳）などの実況をはじめ、スポーツ実況を 25 年間
担当した。 

＜スポーツ歴史の検証＞概要 

【 企 画 制 作 】公益財団法人笹川スポーツ財団 

【 後  援 】スポーツ庁、東京都、公益財団法人日本体育協会、公益財団法人日本オリンピック委員会ほか 

【 特 別 協 力 】株式会社アシックス  

この件に関するお問合せ先 

笹川スポーツ財団 経営企画グループ：古坂（ふるさか） 

TEL：03-5545-3301 info@ssf.or.jp 

笹川スポーツ財団 スペシャルサイト 『スポーツ歴史の検証』  

第 71 回 日本復興に不可欠だったスポーツの存在 

野村 鋠市氏 
 スポーツ歴史の検証  で検索ください！ 

【U R L】http://www.ssf.or.jp/ssf/tabid/813/pdid/267/Default.aspx 
【主な内容】戦後復興に欠かせなかったスポーツの存在／驚いた突然の 

組織委員会への出向／閉幕後は職員の再就職先探しに奔走／東京都がとる 

べきリーダーシップ／世界平和に貢献できる大会への期待 など 
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